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研究成果の概要（和文）：本研究においては、戦争中の作曲家ならびに批評家の言説の中に、後

の一九二〇年代の新潮流へとつながっていくような新理念の萌芽を見出し、さらには戦争の諸

相とのその具体的な因果関係を見出すことを目的とした。研究の結果として、当時の有名な批

評家パウル･ベッカー（Paul Bekker）が、戦争中の一九一六年に出版された Das deutsche 
Musikleben（ドイツの音楽生活）において、従来の演奏会制度が専らブルジョワ階級の独占物
にすぎず、それは歴史的使命を終えつつあって、戦争が終わった後は全階級に開かれた新しい

音楽演奏の機関を創出しなければならないと考えていたこと、ベッカーが夢見る新しい演奏会

は、一種宗教的なものであって、ここにワーグナーの総合芸術の理念の幾分アナクロニスティ

ックな残響が存在していることを、明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：The aim of this study is to find out the roots of the music aesthetics 
on the 1920s in the discourses of composers and music critics during the first world war. 
The focus of this research is the historical relationship between the war and the music 
culture on the 1920s. As example I have researched the music aesthetics of Paul Bekker, 
especially “Das deutsche Musikleben” , which is published in 1916.  According to Bekker 
the concertmusic has already done its historical role and after the war a new music culture 
should be created.  
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１．研究開始当初の背景 
文学や絵画におけるのと同様、第一次世界大
戦は音楽史にも甚大な影響を与えた。それは
西洋音楽史における最も大きな亀裂である
といっても過言ではなく、その「前」と「後」

では歴史の風景がまるで変わったといって
もいい。ソ連音楽の誕生、十二音技法の成立、
ジャズの影響、新古典主義の流行など、大戦
後に生まれてきた新しい音楽史潮流は枚挙
に暇がないが、とりわけ重要なのは、従来の
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演奏会制度に支えられた自律美学の崩壊と、
それに伴う演奏会音楽ジャンル（とりわけ交
響曲）の衰退である。ヒンデミットらの機能
音楽の誕生、ロマン派時代の自律美学（およ
びその延長として彼らが考えたシェーンベ
ルクの新音楽）に対するアイスラーやクシェ
ネクの批判的距離、ロマン派の自律美学のも
とで生まれた「傾聴」型の音楽聴に対して「社
交」型のそれを対置したハインリッヒ・ベッ
セラーの音楽美学などはすべて、第一次世界
大戦後における伝統的な演奏会制度への疑
問から生じてきたものである。 
これら一九二〇年代ドイツの新しい音楽潮
流については、作曲家論としても様式論とし
ても美学論としても、フランクフルトのヒン
デミット研究所が定期的に刊行している
Hindemith-Jahrbuchをはじめとして、既に
おびただしい研究の蓄積がある。しかしなが
ら、従来の一九二〇年代音楽の研究に欠落し
ているものは、この時代の音楽潮流を、「そ
れに先立つ時代」との歴史的デュナーミクの
中で捉えようとする視点である。これまでの
音楽史記述に大なり小なり見られる偏向は、
次の二点である。 
１：一九一四～一九一八年の世界大戦期を、
暗黙のうちに「音楽史の空白の時代」として
括弧に入れる傾向。どの作曲家も、戦時下に
あったこの時期には創作活動は鈍るが、それ
でも、一方ではリヒャルト･シュトラウスが
《影のない女》を構想し、他方でシェーンベ
ルクが《ヤコブの梯子》において後の十二音
技法の着想の原点となるような実験を始め
るなど、最終的には戦争が終わってから世に
出ることになるが、実は第一次世界大戦の最
中に生まれていた音楽史上の出来事は多い。 
２：「政治的社会的にあれだけの激動があっ
たのだから、音楽史に大きな変化があるのは
当然だ」という暗黙のロジックによって、一
九二〇年代における音楽史風景の激変を一
種自明のように見なし、世界大戦との因果関
係をそれ以上掘り込んで探求することを怠
る傾向。重要なことは、この変化が大戦と直
接の因果関係があったのか、あったとすれば
それはどういうものであったのか、或いはそ
れは単なるゆるやかな並行現象にすぎず、音
楽史の変化は政治史および社会史のそれか
らある程度独立したものと見なされるべき
なのか、といった問いである。 
従来の音楽史記述においてはおしなべて、
「世界大戦の『前』と『後』で音楽史が劇的
に変わった、それは恐らく大戦の影響であっ
ただろう」という以上には、あまり議論が前
へ進まなかったとすれば、その根本的な理由
は上の二点にあると考えられる。 
それに対して本研究において何より重視

するのは、第一次世界大戦の「前」（例えば
シュトラウスの《バラの騎士》やマーラーの

晩年の交響曲）と「最中」（色々な作曲家の
実際の戦争体験なども含む）と「後」（ヒン
デミットやアイスラーやクシェネクらの若
い世代の台頭）とを、互いに反発しあうよう
な様々な動きを孕みつつ進んでいく、「連続
的な面」として捉える視点である。 
 
２．研究の目的 
戦争中の作曲家ならびに批評家の言説の中
に、後の一九二〇年代の新潮流へとつながっ
ていくような新理念の萌芽を見出し、さらに
は戦争の諸相とのその具体的な因果関係を
見出す。例えば有名な批評家パウル･ベッカ
ー（Paul Bekker）は、戦争中の一九一六年
に出版された Das deutsche Musikleben（ド
イツの音楽生活）において、従来の演奏会制
度が専らブルジョワ階級の独占物にすぎず、
それは歴史的使命を終えつつあって、戦争が
終わった後は全階級に開かれた新しい音楽
演奏の機関を創出しなければならない旨を
述べている。ベッカーが夢見る新しい演奏会
は、一種宗教的なものであって、ここにワー
グナーの総合芸術の理念の幾分アナクロニ
スティックな残響を聞き取ることは難しく
はない。しかし同時にここでは、明らかに従
来の自律美学に基づく演奏会制度と受身で
傾聴するのみの聴衆という、戦後アイスラー
やヒンデミットやベッセラーが問題にする
ことになるロマン派／ブルジョワ文化批判
が予告されている。一九二〇年代にまず音楽
批評家として活動を始めたアドルノにも、こ
うした発言がしばしば見られる。この種の言
説のルーツを大戦中に出版された音楽書や
音楽雑誌から析出し、それらを分析すること
が、本研究の第一の目的である。 
 
３．研究の方法 
第一次世界大戦以前（1910～1913）および大
戦勃発後（1914～1918）のドイツにおけるオ
ーケストラ演奏会のプログラム調査。対象と
するのはベルリン、ミュンヘン、フランクフ
ルトの三都市である（本来はウィーンも当然
調査すべきであるが、本研究においては対象
をドイツに絞る）。調査は主としてベルリン
国立図書館およびバイエルン国立図書館で
行い、資料としては当時のドイツで出版され
た音楽年鑑、新聞、音楽雑誌を用いる。 
大戦終結後の一九二〇年代の重要な新潮流
としては、大規模な交響曲の衰退と脱ナショ
ナリズム（国際様式の模索）が挙げられるが、
この基礎調査で着目するのは	 a.世界大戦前
に流行した合唱を伴う巨大なオーケストラ
作品（マーラーの交響曲やシュトラウスの交
響詩など）が、大戦中も継続して作曲されて
いたか否か	 b.大戦前と比較してオーケスト
ラ演奏会の上演頻度に増減があったかどう
か	 c.	 大戦中のプログラムに何らかのナシ



 

 

ョナリズム的偏向が見られるかどうか	 の
三点である。 
	 
４．研究成果	 
本研究においては、戦争中の作曲家ならびに
批評家の言説の中に、後の一九二〇年代の新
潮流へとつながっていくような新理念の萌
芽を見出し、さらには戦争の諸相とのその具
体的な因果関係を見出すことを目的とした。
研究の結果として、当時の有名な批評家パウ
ル･ベッカー（Paul	 Bekker）が、戦争中の一
九 一 六 年 に 出 版 さ れ た Das	 deutsche	 
Musikleben（ドイツの音楽生活）において、
従来の演奏会制度が専らブルジョワ階級の
独占物にすぎず、それは歴史的使命を終えつ
つあって、戦争が終わった後は全階級に開か
れた新しい音楽演奏の機関を創出しなけれ
ばならないと考えていたこと、ベッカーが夢
見る新しい演奏会は、一種宗教的なものであ
って、ここにワーグナーの総合芸術の理念の
幾分アナクロニスティックな残響が存在し
ていることを、明らかにした。同時にここで
は、明らかに従来の自律美学に基づく演奏会
制度と受身で傾聴するのみの聴衆という、戦
後アイスラーやヒンデミットやベッセラー
が問題にすることになるロマン派／ブルジ
ョワ文化批判が予告されていることも、分析
された。さらに一九二〇年代にまず音楽批評
家として活動を始めたアドルノにも、こうし
た発言がしばしば見られる。この種の言説の
ルーツを大戦中に出版された音楽書や音楽
雑誌から析出し、それらを分析したことが、
本研究の最大の実績である。また戦争中のド
イツにおける演奏会状況ならびに演奏会プ
ログラムの調査を行なったが、ドイツでは大
戦中においても音楽家はあまり兵役にとら
れなかった。従って、戦争中であるにもかか
わらず、相当活発な音楽活動が繰り広げられ
ていた。その実態を、戦争中の音楽年鑑や音
楽雑誌を主たる資料として、当時一体どれく
らいの頻度で、どんなプログラムによる演奏
会が催されていたかについて、調査分析を行
なった。	 
社会基盤が根底から揺さぶられる時、芸術
の相貌もまた大きく変化せざるをえない。
「非常時」にあって常に芸術は存亡の危機に
立たされる。「歌舞音曲自粛」といった倫理
的圧力、そして芸術を支える経済的基盤の脆
弱化は、社会の中の音楽／芸術の存在の自明
性を根本から揺さぶらずにはおかない。だが
危機の中でこそ、音楽／芸術は自らの存立根
拠を強く確認できることも、歴史が証明して
いる。ただし社会的危機においては、音楽が
もつ「人々を励ます／慰める」力と社会統合
力が再認識されると同時に、それが動員体制
の中に組み入れられる危険も増し、それに反
発するアヴァンギャルドたちは逆に「社会参

加を拒否する芸術」へ突き進むという構図は、
決して過去のものにはなっていない。 
	 また第一次世界大戦がきっかけとなった、
社会の中での音楽の立ち位置の劇的変化を
明らかに出来たことも、本研究の重要な成果
である。第一次世界大戦に先立つ世紀転換期
は、大都市の音楽生活がほぼ現代の形に整え
られた時代である。人口急増に伴ってコンサ
ーホールが次々に建てられ、例えば 1900 年
のウィーンでは 1870 年の四倍もの演奏会が
開かれるようになっていた。このように娯楽
産業化された音楽生活は、第一次世界大戦に
よって根底から覆される。1914 年 8 月の戦
争勃発当初、ドイツ／オーストリアでは予定
されていた演奏会は全面的に中止になる。そ
れは非常時にあっての「自粛」であり、演奏
家の出兵による人員不足、そして鉄道網の遮
断による演奏家の「流通」の停滞によるもの
であった。しかしながら翌 1915 年あたりか
ら、ドイツ語圏のコンサートライフは目覚し
い復興を見せ始める。ただし戦前に戻ったの
ではない。むしろ人々は、非常時にあってな
お音楽が不可欠であることを強く意識し、生
活の中の新しい音楽のありようを模索し始
めたのである。	 
かくして第一次世界大戦中に、ドイツやオ

ーストリアで盛んに催されるようになった
のが、慈善演奏会である。戦争未亡人や戦争
孤児や負傷兵を援助する目的で、さまざまな
形態の無料コンサートが提供されるように
なった。人々が音楽に「飢えていた」ことも
あり、有名演奏家が出演したことも手伝って、
これらの慈善演奏会（ビヤホールで行なわれ
ることもあった）は爆発的な人気を博するこ
とになる。これらは「高級音楽」をより広汎
な聴衆へ開放する契機となり、一九二〇年代
になって急増する労働者コンサートの先駆
ともなった。しかしながら看過してはならな
いのは、慈善演奏会の多くは実は内務省によ
って主導されており、戦争プロパガンダを目
的としていたという事実である。つまり後の
ナチス・ドイツによる文化政策の雛形も、第
一次世界大戦にあったのである。また慈善演
奏会には多額の助成金が国家から供出され
たこともあって、有力マネージメント会社に
巨額の利益をもたらすことにもなった。皮肉
なことに戦時中の国家による音楽の管理は、
音楽の産業化をさらに加速させた側面もあ
ったのである。	 
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